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先端的都市研究ブックレットシリーズの刊行に寄せて 

 
本シリーズは、大阪市立大学都市研究プラザを拠点として取り組まれてきた

先端的都市研究の成果や、それを踏まえた教育実践の成果を、多くの人々に共

有していただくことを目的として刊行するものである。 
都市研究プラザは、大阪市立大学が創設以来蓄積してきた「都市研究」の実

績をもとに、2006 年 4 月に開設された。「プラザ」という名称を付したのは、研

究者だけではなく、都市において様々なまちづくりの実践に取り組む人々もそ

こに集い、相互に刺激を与え合い、新たなアイデアを産み出すことができるよ

うな「広場」としての役割を果たしていきたいと考えてのことであった。 
その後、2007 年度には、文部科学省が、我が国の大学の教育研究機能の一層

の充実・強化を図り、世界最高水準の研究基盤の下で世界をリードする創造的

な人材育成を図るため、国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援

し、もって、国際競争力ある大学づくりを推進することを目的として創設した、

グローバル COE プログラムの拠点のひとつに選ばれた。そして、2007 年度か

ら 2011 年度までの 5 年間、文部科学省の財政的支援の下に、「文化創造と社会

的包摂に向けた都市の再構築」をテーマとする研究拠点形成推進事業に取り組

んだ。その成果を受け継いでさらに、2014 年度には、文部科学大臣より「共同

利用・共同研究拠点」としての認定を受けた。現在は、この認定を踏まえて、

「先端的都市研究拠点」という名称を掲げ、全国の関連研究者のコミュニティ

が都市研究プラザを拠点として、大阪市立大学がこれまで蓄積してきた都市研

究の知的リソースや人的・組織的ネットワークを活用し、最先端の都市研究に

取り組んでいただけるよう、そのための基盤整備に努めているところである。 
その一方で、研究者とまちづくりの実践に取り組む人々がともに集うことが

できる「広場」でありたいという都市研究プラザ創設の理念もまた、この間一

貫して維持されてきた。この理念に基づく研究者とまちづくりの実践者との協

働は、大阪市立大学のキャンパスにおいてのみならず、「現場プラザ」と名付け

られたサテライト施設においても多彩に展開され、様々な成果を挙げている。

また、ソウル、台北、香港、バンコク、ジョクジャカルタ等の海外の諸都市に設



 
 

立した海外センターや海外オフィスを拠点として、それらの諸都市を基盤とし

て活動する研究者や NPO 等との協働にも取り組んでいる。 
社会に開かれた「広場」において、まちづくりの実践から学び、その成果をま

ちづくりの実践へと還元していくような研究を継続していくことこそが、大阪

市立大学都市研究プラザが目指すところである。本シリーズの刊行も、そうし

た目的を実現するための取り組みのひとつである。本シリーズが、大阪のみな

らず全国各地において、まちづくりの実践に活かしていたけたならば、これに

優る喜びはない。 
 

大阪市立大学都市研究プラザ所長 
阿部 昌樹  
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1  

外国にルー を持つ もの と社会的 を ち る 

の 学 への による取り組み  

全  
 

 は めに 
 
本研究は、 部 地 共同のまちづくりにかか るコーディネーターと

して地元 で活動している、「AKYインクルーシブコミュニティ研究所(以
下、AKY 研究所)」が、この 年実施してきた一連の もの 関連事業の

長にある。ここでは、同 で実施した の を するとともに、

からみえてきたいくつかの知 を ることにしたい。また、以下に す

る各 にかんしては、本研究の共同研究者による 考を掲 しているので、

各 を 考にされたい。 
 

 「外国にルー のある の実 とニーズに関する 」の と

の  
 
2-1 の  
 

AKY 研究所が活動している地 には、以 から在 コリアンが多く し

ており、 に向けた様々な活動にも共同で してきた を持つ。一

方、地 のまちづくりの で開設された「海外産業人材育成協会(AOTS)関 研

センター」には、 本で働くために来 した多くの 能実 等が 本 や

本文化を学びながら 活しており、 地元の りな 地 の行事にも積

的に するな 、地 での も んにおこな れてきた。また 年は、

地 の て等にも外国人とみられる が えるな 、地 部でも国際
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化の様 が られるようになった。そのような の下、地 の 学 では、

新 来 の外国人を とした、 ランティアによる 本 教 が行 れる、

「多文化共 」に 合うような外国人との共 に向けた取り組みも活 に行

れている。このような の 、AKY 研究所は、大阪市立大学都市研究プラ

ザをは めとする関連研究者と共同で、 年全国的にも え続けている、外国

にルー を持つ もの実 を し、支援にかか る を地 が共同で

していくための一連のプログラムを実施してきた。 
まず、2017 年には、「外国にルー を持つ もたちを支える学 と地 づ

くり」をテーマにした国際シン ジウムを開 した。同シン ジウムの で

は、バイリン ル教育や多文化教育が学 現場で 広く行 れている 国の現

を 本と しながら、「外国にルー を持つ もたちを取り く の

現 と 」について、都市研究プラザ 研究 本 による が

行 れた。それに いで、 国のソウル教育大学の教 で 国における外国ル

ー の教育政 にも くかか ってこられた元 から、「 国におけ

る外国にルー を持つ もの現 とバイリン ル教育政 の実践」について

の が行 れた。これを受け 本からは、 市で ト ムルー の も

を とした ・ 文化教育の実践を行っている、「 定 利活動 人ト

ッカ 」の 理事である による実践 、そして多くの 人が

し外国人集 都市としても知られる 市を事 に、「 市における外国

にルー を持つ もたちへの支援の現 と 」について 立大学の高

による が行 れた。そして、 社会学を とされる 大学名

教 による「外国にルー を持つ もたちへの 」という

を いた。このシン ジウムは、 相互の現 の相 や 国の先進的な施

や実践による知 を学びあい、 することを して、 本における実践的ア

プロー を めていく を共有する場となった。とり け、 国からの

ストによる の であった、学 現場への 重 の による スト

社会への多文化・多 教育への取り組みの は、 本では一部の学 でしか

行 れていない 学 (国際クラブ)の実践の現 から考えると、 に 考

になるような でもあった。社会的に 立しやすい外国 の が、 スト

社会の 度や文化に しながら、 の文化や を、 世 を う も
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たちに教えられる機会を設けることは、外国 の を持つ もやその世 の

を高める機会になる。そして、文化的アイデンティティを維持し向

させていく で、 のコミュニ ーションを めるきっかけともなるように

れた。 
それに いで、2018 年にも AKY 研究所の 研究 で大阪市立大学教 の

との共同で、国際シン ジウム「 もの を い める

台 の実践現場より」を開 した。同シン ジウムでは、各国からの実践現場

を とした が 本行 れた。 として 地 や社会的 利を えてい

る もの現 や、支援 の 認に 点を てた が され、 や社

会的 利が、国や文化の いとは 関 に、 もの成長や において

を与え、それを り越えるための実践が に しいかを実 する機会となっ

た。また、それ れの支援現場においての 間実践の重 が めて 認され、

知 を共有する機会となった。 
 
2-2 実施 の  
 

のような一連の取り組みの 長として、 年は、都市研究プラザ先端的

都市研究拠点の 共同研究に されたことを 機に、外国にルー を持

つ もたちにかか る現 や支援 の に本 的に取り組むための連

続セミ ーを開 することになった。また、本年度実施した本 的な に向

けたプレ という形で、 の ・ 学 各一か所を とした を

実施し、それらの成果をブックレットとして取りまとめた(AKY インクルーシ

ブコミュニティ研究所 、2019)。 
のブックレットにまとめた びセミ ー等の は、その 長

にある と づけることができる。 
まず、 年度に実施した の を しよう。 

間 に実施したセミ ー等の行事 の にかんしては、本ブックレッ

トに掲 している の ャプターを 考にしてもらいたい。そこでも

している り、 年度も 年度に いで、本学に している 学 の

教 と連 を図りつつ、学 現場で 考になるような を に、外国にル
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ー を持つ もの 本での 活や学 にかか るセミ ーを実施した。

そして、 年実施したプレ に いで、 14 の 学 を に、

「外国にルー のある の実 とニーズに関する 」を実施した。本

による な 果にかんしては、本ブックレットに掲 している 本 によ

る 考を 考にされたい。また、 に先立って、AKY 研究所の

と 者の アで、 とした の 14 の 学 を

に、各 の関 者へ の び 協力 を行うとともに各学 の

現 にかか る を した。その 果、学 とに が なっているこ

とが かり、 て 人以 の外国ルー がいる学 は なく、現場での

にも相 が られた。なお、オールドタイマーの在 コリアンの 、新

の の が年々 向にあり、学 現場では、かつて したことの

ない場 への に れている様 がうかがえた。 
また、 の ・ 学 のうち、各 からの協力を て、外国人教育

者(外 )、同 ( 同 者)、外国ルー の を として持つ

教 等に集まってもらい、「フ ーカス・グループ・インタ ュー(FGI)」を実

施した。実施 は、1 月 22 (A 学 )と 28 (Y 学 )で、 したのは、

本共同研究の ンバーである、 ( 大学教育学部教 )、
(大阪市立大学 活科学研究科 教 )、 (大阪市立大学

学研究科 )、 (AKY 研究所研究 )、 者である。その際、

各学 における外国にルー を持つ の現 について してもらい、現場

の教 の 点から、 の えている 事 と学 現場での の しさや

後の 等について を行った。本 FGI の にかんしては、本ブッ

クレットに掲 している による 考を 考にされたい。 
そして、 月 と には、学 現場以外で外国ルー の もへの支援

活動を行っている、「MINAMI も教 」、そして 成 あいりん地 で活動

している「こ もの 」に するインタ ュー も実施した。同 には、

と が され、 の は、本ブックレットに掲

している の 考を 考にしていただきたい。 
以 のように、 年度の共同研究は、 の なる関連研究者が共同で

取り組むことにより、学 現場のみならず 間の実践現場にまで を踏み れ
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た を実施することができた。 
 

 外国にルー を持つ もの と社会的 を ち るため 
 

の 果、 かび がった や は様 まであるが、その にある

のは、外国にルー を持つ もの と社会的 にかか る 念である。 
2015 年 12 月 現在の 19 以下の外国 者 は 28 8749 人で、 10 か

国は、 国 9 123 人、ブラジル 4 727 人、 国 3 8967 人、フィリ ン

3 1420 人、 ト ム 1 7640 人、 ルー1 1911 人、ネパール 5940 人、

国 5323 人、インド 4575 人、インドネシア 4516 人の となっている(
2017 21)。しかし、これはあくまでも 者の であり、 省が できて

いない 在の もの実 は知られていない。また、 であるが

えにそれらの もたちは、社会 という 的な 度からも されており、

えば、 をは め 等の も 能である。国際連合が

し、 本政 も したことによって国 でも 1994 年に している「

( も)の 利に関する 」にも相 するものである。 
また、2013 年に成立した「 もの の推進に関する 」によって

年に 的な政 を り んだ大 (「 の に関する大 」)が
されたが、外国人の もについては一 れられていない。

相 所での の を持つ 一 によると、外国人の もの

にかんして することは であるが、2007 年に実施された

多文化共 実 の 果を 考にすると、世 全 の年間 の が

300 ( み)に いと推 できるとし、 者の世 人 を 重 する

と 3.4 人で、同年国 活基 の のいる世 の み (701
)の の にも ばないことな から、 かそれに い割合の外国人

の もが にあると推 できるのではないかと ている( 、

2017 82)。 
実際 の の で った からも、 の 的事 がそれ

ではないと れる世 の 在が かび がっている。それは、世 の や

の 業にもかか っており、たとえば世 構成が一人 世 の場合、世 所
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は 人 世 に ると くなることは に推 できる。また、「MINAMI
も教 」の開設の となったフィリ ン人 理 事 のように、

や 、社会的な関 から られたことによる関 の 等のよ

うな が に み合う で、 もに与える が な社会的 にも

つながる場合さえある。これまでの が、所 の有 な 果的な

に関 を き、 として 的 度な のような再 的アプロー で

してきたのに し、社会的 は、所 等のような 果的な だけではなく、

や教育、社会関 、 度へのアクセスな 、多 元的な関 による

化のような、プロセスを ち るための社会的包摂の を うてきた(全
、2015)。 

の の でうかがった からも、 がフィリ ン人で一人 (
世 )の もが になっている の に、 の や が

うつ に りネグレクトになっている (フィリ ンに 国することが多

くなるな )が続いていることによる 等が された。 
一方、テス・リッジ(2010 23)が、 もの や社会的 について、「社

会的 についてのさま まな考え方の基 に んな が た っている

にせよ、その 定的な は、こうした考え方がつ に 的に大人 的だ

ったことである」と指 している点は 目に する。 
もには もだけの世界があり、 の だけではなく、学 において

も、教 との関 や も同 の関 による な 様々な が うる。

とり け、外国ルー の もにとっては、 た目の相 や文化の い、

の れ等によってさま まな形での が る 能 があり、それが

となってい めにあうことも なくない。したがって、 掲 でも みている

ように、 事者である もを とした の実施による、 もの を

い げながら、 もたちが えている現実 の に取り組んでいくこ

とが である。 
の でも、できるだけ もへの を みたのだが、 人

な 学 現場の によって、 の実施にまでは らなかった。 
しかし、外国にルー を持つ もたちが る 利は多いことが され、

それを理 し を していくためには、 もによる 活 や、
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や学 な 社会との関 、 へのアクセス、 れる相 相 等をは めと

した も による を く機会が と れる。これを本研究 の

の として取り組んでいきたい。 
 

文  

AKY インクルーシブコミュニティ研究所 2019 地 で考える もの ア

ジア諸国の外国にルー を持つ もの支援と包摂 政 大阪市立大学都

市研究プラザ 

重人 2017 外国人の も 利・ ・教育・文化・国 と共 の

点から  

全 2015 包摂 社会 社会的 アプロー とその実践 文化社 

テス・リッジ 2010 もの と社会的 、  
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2  

もの セミ ーを した も支援ネットワーク 

構築に向けた み 

  
 

 と目的 
 

AKY インクルーシブコミュニティ研究所 以下、AKY 研究所 は、大阪市

の 香、 、 地 の 3 地 が共同で地 を していくことを目

的として 2016 年 11 月に設立されたまちづくり会社である。3 地 が 年取り

組んでいる の一つに「 もの 」がある。地 では、2000 年 に

って以 、ひとり 世 等の 世 が していることが以 実施した実

から かっているが、それまで もの 場所としても機能してきたコ

ミュニティ施設が 2016 年 3 月に されたことにより、地 では もの実

が えにくい が まれている。このような を受け、3 地 では、2016
年 より も 等の支援活動を て地 における もの実 や

場所づくりに取り組んでいる。また、 香地 では 2019 年 5 月からこれま

での月 1 の も に え、 1 の学 支援の取り組み「学びス ー

ス」を開 している。 の 後 16 19 に地 の社会 人

が 設したコミュニティ施設「 いま るの 」において、地 や地 で

働く 年が となり、大阪市立大学 活科学部の学 ランティアの協力も

ながら 10 15 名の 学 に学 支援と を行っている。「学びス

ース」では、学力向 というよりはむしろ をする を に付けること

や、 学 1、共 事の準備から 付けまでの一連のプロセス を

                                                   
1 えば、2019年 11月 5 、12 、26 の「学びス ース」では、地 の施設である AOTS

関 研 センターに 在しているフィリ ンからの研 に もたちがフィリ ンの ・

ンス・ ーム等を教えてもらうという イ ントも行った 図 2-1 。 
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した 間づくりに重点を いた活動が展開されている。このような活動を行

う で、 も同 だけでなく、 しずつ もと大人の間の関 も構築さ

れつつあり、月 1 の も では できなかった の も え め

ている。 
AKY 研究所では、こうした地 の取り組みをさらに強化、 大し、地 に

おける も支援ネットワークの構築につなげていくための みとして、2017
年度から大阪市立大学との共同研究の一 として「 もの 連続セミ

ー」を開 し、 学 の教 、研究者、地 活動 、行政関 者等と

のネットワーク形成を図ってきた。 
 

 
 

 

2017 年度は全 3 の連続セミ ーを実施し、 94 名の互いに立場の な

る 者と「 もの 」という について様々な 度から考える機会を

設けた 図 2-2 。2018 年度は、 年度に 地 の 学 7 におい

て実施された外国にルー を持つ もの実 の 果 2を受け、「外国に

                                                   
2 オールドカマーとニューカマーを合 せると に在 する の 10人に 1人が外国に

ルー を持つという実 が らかとなった。 

2-1 学 ー リ ンからの 子ども ー を る 子 

2019 11 26  
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ルー を持つ もの支援」にテーマを り全 3 のセミ ーを実施した 図

2-3 。それ れの では、大阪市 、 、 市における外国にル

ー を持つ もを とした支援実践についての を受けた 、 5 に

は 市 地 の ト ムコミュニティを する等、 年度と てより

地 実践に重点を いた で実施した。全 3 で 75 名が し、立場

の なる 者間で 後の地 実践に関する活 な が された。 年度

は 年度に き続き「外国にルー を持つ もの支援」に 点を て、全 2
の もの セミ ーを開 したので、 ではその について

する。 

 

 

 

 

 

2-2 子どもの ーvol.1-3 2017  

2-3 子どもの ーvol.4-6 2018  



   11 

 もの セミ ーvol.7-8 
 

年度は 2017 年度から継続してきた連続セミ ーの開 と 行して、

部の 学 14 を に「外国にルー を持つ の実 とニーズに

関する 」3を実施した関 から、 学 との連 を強化することに

を いてセミ ーの を した。 
そういった から 7 は、先 の 14 の 長と人 教育 教 から

なる 部人 教育研究協 会との共 というかたちで 2019年 8 月 23
に開 した。「外国にルー を持つ もが 本社会を えるか」というテー

マで開 し、NPO 人おおさかこ も多文化センター理事の に大

阪における外国にルー を持つ もの現 について、 を基に し

ていただいた。 しい については、後出の の ャプターを

されたい。 は 部の 学 の教 を に 38 名が し、

各学 に在 する外国にルー を持つ もの実 やニーズについて らか

にしていく を再認 する機会になったと考えている。 
8 は、2020 年 1 月 16 に開 し、「 事者の から考える支援のあ

り方」というテーマで、アフ ニスタンから で された の テラさ

んと、 テラさん の 本での 活を支援者としてサ ートしてきた スカ

ルド カトリック大阪大 教 社会活動センター・シ ス に い

ただき、 形 で 本で育 する で してきた や、 のようにそれ

を してきたかという 事者 を っていただいた。 学 の教 、行

政 、地 活動 等、14 名が し、 では 者それ れの

立場から や が出され、一人の 事者の を基に活 な が行 れ

た。なお、 9 については、2020 年 3 月 19 に開 を 定していたが、諸

の事 により来年度以 に することとなったが、 していたテーマは

「 事者の から考える支援のあり方 Part.2」と 8 の続 的な 合い

を持つもので、人 取 者としてフィリ ンから来 された に し

ていただくことを 定していた。 8 に いただいた テラさんと 9
                                                   
3 本 の 果については、 3 で しく されているので、そちらを されたい。 
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に いただく 定の方が来 された や、 本で 活する で された

については、 6 の スカルド の の で されているの

で、そちらを いただきたい。 
 

 

 
 

 

  

2-4 子どもの ーvol.7-8 2019  

2-5 子どもの ーvol.8 の 子 

2020 1 16  
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3  

外国にルー を持つ への支援にかんする地 社会の  

外国にルー のある の実 とニーズに関する より 

 
本  

 
 は めに 

 
1-1 の  
 

年、 本や人 動のグローバル化に い、世界各地で国際 働によ

る の定 化が進み、その もたちも めた の スト社会への

が政 的な となっている。 本もまた、定 化する外国人が え続け、学

に海外から した もたちや、 本 まれの 世 をめ る

や教育の が している。2019 年 5 月現在、 学 から高 まで、

立学 に在 している外国人 は全 の 0.9 を めるが、そのう

ちの 9 割が ・ 学 に集 している 4。そして、 本 指 が な外国

および 本国 の もまた、およそ 9 割が ・ 学 に集 している

5。これらを ると、外国にルー を持つ もたちについては、 に ・ 学

における支援が重 であることが かる。 

しかし、外国にルー を持つ もたちの場合、 本国 の もを れる

と、その すら するのが しく、 的に学 や地 で のような支援

ニーズがあるのかについても だ な点が多い。そこで、 、外国出 の

                                                   
4 文部科学省「 元年度学 基本 」を基に集 https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&toukei=00400001&tstat=000001011528, 2020.2.13 。 
5 文部科学省「 本 指 が な の受 等に関する 成 30 年

度 」 https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1421569.htm, 2020.2.10
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がいる を に、 学 び 学 に う もの学 活や の地

での 活に 点を て、地 社会におけるや支援ニーズを するため、

を実施した。 

 

1-2 の  
 

の に先立ち、2018 年 11 月に、3 地 合同まちづくり会社 AKY イン

クルーシブコミュニティ研究所 び大阪市立大学都市研究プラザ全 研究

が合同で、同大学に する A 学 の B 学 と C 学 に

て、外国にルー のある もおよびその を にプレ実 を行った。

この 、 した 25世 、5世 より を た。 は、同 く

の 学 14 に在 する外国にルー を持つ もの 者を に、

2019 年 12 月に実施された各学 の 者 に 103 部の を し、

30部を学 出または 出にて した。このうち、 学 が 23部で

学 が 7 部である。 者の は 3-1のとおりである。なお、本

は大阪市立大学都市研究プラザ研究 理 会の 認を て実施した。 

 

 果の  
 
2-1 者の  
 

者 30 名のうち、外国 まれの が の が 9、 の が

7、 ともにが 13 だった。外国 まれの の出 国は 国が最も多く 11 、

に 国 5 、フィリ ン 3 と続く。また、外国出 の の来 年 を

ると、1990 年 が 9 名、2000 年 が 15 名、2010 年 が 14 名で、 には

していないが、より かくみると全 の 以 は現在 学 の もが

まれる に来 しており、現在 本に 活基盤がある定 層が相 いること

がうかがえた。また、 での な を てみると、 は出 国の

も として 用していることが かった。 

また、 らし向き 3-2 にかんしては、全 の 3 の 2 が「 」と
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えており、「大 しい」が 人いたものの、 的なひっ はそれ

受けられなかった。 

 

 

 

 

外国にルー を
持つ 者

出 地 来 年 もの出 地 の な

a ・ 国 ともに2010年代* 本 国

b ・ 台 ともに2000年代 本 本 ・台

c ・ 国 ともに2010年代 国 国

d 国 1990年代 本 本

e ・ 国 ともに2010年代 国 ・ 国

f シン ール 2010年代 本 本

g インドネシア 2000年代 本 本

h ・ 国 ともに1990年代 本 本

i イジ リア 2000年代 イジ リア・ 本 本

j フィリ ン ―** ― 本

k ・ 国 ともに2000年代 本 本 ・ 国

l 国 1990年代 本 本 ・ 国

m ン ル 2000年代 本 本

n ・ 国 1990年代・2000年代 本 本

o キシコ 1990年代 本 本

p ・ 国 1990年代・2000年代 本 国

q ・ 国 2010年代・2000年代 国 国

r 本 ― 本 本

s フランス 2010年代 フランス・ 本 本

t ブラジル 2000年代 本 本

u ア リカ 2010年代 ア リカ 本

v ・ 国 ともに2000年代 本 国

w 国 ― ― 国

学

外国にルー を
持つ 者

出 地 来 年 もの出 地 の な

A フィリ ン 2000年 本 本

B 国 本 まれ 本 国

C ・ 国 ともに2010年 国 国

D ・ フィリ ン 2000年 ― タ ログ

E 国 2010年 国 本 ・ 国

F ・ 国 ともに1990年 本 本

G ブラジル 2010年 ブラジル 本

**「―」は不明

学

* 学 ・ 学 ともに 人が 定されるのを ため、年 での とした。

3-1 の  

3-2 の ら 向  
大 しい 1 やや しい 5 19 やや とりがある 5 大 とりがある 0
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2-2 外国出 および外国にルー を持つ と の  
 

 
 

に、外国出 の の 本 能力を ると、「 すこと」、「 くこと」に関

してはおよそ 割がよくできるまたは しできると えている。ところが、「

むこと」、「 くこと」に関しては、およそ 4 の 1 にあたる が、あまりでき

ない、またはまったくできないと えており、 本 が せても み きが

しい が 間 られた。 

 

 

 

また、 もの、外国出 の の の理 についても、 み きよりは

したり いたりする力の方が高いことが かった。 

外国出 の の や文化については、 全 が学ばせたいと っている

か 22 人 に学ばせており 4 人 、関 の高さがうかがえた。その理 と

しては、「 や せきと すために 」という の によるものや、

「アイデンティティの 立に 」、「ルー となる文化を知り、 の広い人

すこと よくできる
16

(59%)
しできる

8
(30%)

あまりできない
2

(7%)
まったくできない

1
(4%)

27
(100%)

くこと よくできる
18

(67%)
しできる

7
(26%)

あまりできない
1

(4%)
まったくできない

1
(4%)

27
(100%)

むこと よくできる
14

(52%)
しできる

6
(22%)

あまりできない
3

(11%)
まったくできない

4
(15%)

27
(100%)

くこと よくできる
12

(44%)
しできる

8
(30%)

あまりできない
3

(11%)
まったくできない

4
(15%)

27
(100%)

割合は しているため が 、合 が100 にならない場合ある。

理 の 度

すこと よくできる
9

(32%)
しできる

10
(36%)

あまりできない
7

(25%)
まったくできない

2
(7%)

28
(100%)

くこと よくできる
12

(43%)
しできる

12
(43%)

あまりできない
2

(7%)
まったくできない

2
(7%)

28
(100%)

むこと よくできる
5

(18%)
しできる

6
(22%)

あまりできない
10

(36%)
まったくできない

7
(25%)

28
(100%)

くこと よくできる
4

(15%)
しできる

5
(18%)

あまりできない
11

(39%)
まったくできない

8
(29%)

28
(100%)

理 の 度

割合は しているため が 、合 が にならない場合ある。

3-3 外国 の の の  

3-4 外国 の の の  
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を んで しい」という も のアイデンティティ形成にかか るもの、

そして「 もの 来にとってプラスになる」という 業選 の 大にかか

るものな が挙げられた。 

 
2-3 育ての み 
 

に 育ての みについてみると、18 人が みがあると え、11 人がない

と えた。あると えた人の みの は 3-5 のとおりである。 
 

 

育てにおいては、 や 本の 育ての が からないという が多

かった。また、 本の学 の まりがよく からないという選 にも 名が

えている。 育てにあたっては、 から まり、 もとのかか り方、

ばせ方、 に連れて行くタイミング、 もの 人の 者との付き合い

方、 強のさせ方、 学 の準備 、 のさせ方等、 ずしもす てが 文

化されている けではなく、 が まれ育った から 推しなければなら

ない まり事が果てしなく 在する。おそらくこの点に いを ているの

ではないかと考えられる。それではそのような 、 あるいは こに相 して

いるのだろうか。 

 
 
 
 

本の 育ての が からない 4

育てに積 的にかか らせてもらえない 1

その や名 のこと、外国人 、 もらしさに する 度の さ、 えない「 」や
への の大きさ

本の学 のきまりがよく からない 2

が からない 6

3-5 子育ての みの  

3-6 た る に る場  

者 16 役所な の 3本人の 人 14 同国人の 人 10

の やき うだい 10

相 できる人がいない 1 その 1

者の やき うだい 2
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育ての みについて、多く相 しているのは、 者や 本人の 人、同

国人の 人、そして の やき うだいだった。この 目からは行政サー

スよりも人 によるネットワークが みの に役立っていることが かっ

た。 
 
2-4 もの教育にかんする み 
 

に、学 活や進学を む もの教育について いている みについて

みてみよう。 もの教育について、 があると えた人は 18 人で、ない

は 11 人だった。あると えた人の教育に する の は 3-7 のとおり

である。 

 

 

これを ると、 もの学力や 本 能力以外に、 が もに 強を教

えてあげられないことも として多く挙がっている。おそらく 本 の学

の い しが からなかったり、 らが出 国で受けてきた学 が っ

たりするものと れるが、 に 学 の間は が もの 強を たり、

の ックをしなくてはならないことも多く、 もと していながら 々

ているも かしさがうかがえた。 

 

もの学力 8 もの 本 能力 5

相 できる人がいない 0

い めの 2

その 0

が もに 強を教えてあげられない 6

学 のきまりや教育方 が理 できない。 0

教育 の 4

3-7 子どもの教育につ ての  
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また、 もの進学にあたって むことがあると えた人は 28 人に り、

ないと えた人は 2 人のみであった。その とん は、 もの学力や 本

能力に を きつつも、できたら 本の学 に進学させたいと んでおり、

本 教育や、 うしても 利になりがちな教科学 の強化の が ら

れた。 

もの教育についての にも挙げられていた教育 についてだが、実際

には 19 人が っていないと え、 っていると えた人は 11 人だった。そ

の は 3-9 のとおりである。 

 

 

 

この 目では、 ではなく、一 っていることを してもらった。

その 果、教材 や 学 行な の 用の 、 い事や な の 用の 出に

できたら出 国の学 に進学させたい 2

その ンパワー ントの学 で学ばせ、 本 の理 の を目指したい。

できたら 本の学 に進学させたい 20

できたらインター ショ ルスクールや 学 に進学させたい 3

い事 ア 、水 、地 のス ー クラブな をさせてあげられない 3

は っていないが、高 や大学に進学させるだけの 用がない 学 のみ 2

その 3人 もがいるので、大学までの 用が出せるか

学 に せてあげられない 3

教材 、 学 行の積み立て 用等、学 に支 う 用 3

クラブ活動にかか る 用 ス ー 用 な が えない 0

3-9 子どもの教育 にか て て る  

3-8 子どもの 学につ て  
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っていることが かった。2016 年に、大阪 の 学 5 年 と 学 2 年

およびその 者 8000 人を に行 れた「 もの 活に関する実 」

によると、 度が高まるにつれて や い事に行けなくなる度合いが強くな

り、 や 以外の様々な大人と する機会やさま まな の がもた

らされるという。このような「ソーシャルキャ タル」の は、 的な

にかか る 的 本の や、 との関 、 もの の にかか

る「 ューマンキャ タル」の とあいまって もの につながりやす

い点が指 されている 大阪 立大学 2017 272-281 。 や い事が現 の

本において もたちの やかな成長にとって かせない であること

を考えると、度 は いものの、 していく があるだろう。 

  

2-5 地 社会に むこと 
に、外国にルー を持つ もの 者が地 社会に して いている

についてみていこう。 は、学 に する と地 社会に する と

いう形で した。 

学 に しては、17 人が があると え、ないと えた人は 13 人だった。

の は 3-10 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 への の で一 多かったのは、「 もに 本 をもっと教えて

しい」というものだった。しかし、 ではあるものの、「 教や文化の い

にもっと して しい」、「 もに出 国の や文化を教えて しい」と

いう も られ、多文化への が学 にも められている点がうかがえた。 

3-10 学校 の  

お りをやさしい 本 でも って しい  4  

もに 本 をもっと教えて しい  7  

教や文化の いにもっと して しい  2  

ったときにもっと相 にのって しい  1  もに の教 をつけて しい  1  

その 多様 について学 全 で取り組んで しい  

お りにル を って しい  2  

お りを 文でも って しい  4  

もに出 国の や文化を教えて しい  2  
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たとえば、イスラム教 の 者からは、 に関する が挙げられた。

学 の もがイスラム教 であるため、 で られないものが多く、

られない ニューの は えのものを で準備している。ところが

教的な理 で られないおかずがあるときに 用される の

が、同 大阪市 であっても学 によって なっており、教育 会で 一し

て しいと んでいる。また、 は 育の一 でもあるので、 の もも

に に する教育が受けられるように を いたいというものだった。 

外国にルー を持つ もが えるということは、それだけ多様な 活

や文化、 教を持った人々が学 という一つの 間で共に すことを す

る。また、「 もに出 国の や文化を教えて しい」という からも、

外国出 または外国にルー を持つ 者が、 本 や 本文化の だけで

なく、 ものルー を 重して しいという を学 に いていることが

かる。さらなる により、多様 を 重するために のような形があり

るのかという が き続き ではあるものの、 教育 にある もた

ちが、文化的、 教的に であるという理 で様々な教育を受ける 利か

ら されてはならない。この多様 に する は、学 にとっても す

ることのできない の であることは間 いない。 

また、多様 に関連しては、お りにル を って しい、お りをやさし

い 本 でも って しい、お りを 文でも って しいな の も ら

れた。 本 能力について、 のとおり したり いたりすることはできて

も、 み きが しいと えていることを考 すると、学 から 者へ連

事 が 実に る方 を のように するのかという点も、学 に め

られている であることが かる。プレ の際にも、 もを してでは

なく、 や かの を用いてでも、学 から 者へ に連 事 が

くようにして しいという が られた。 

に、地 に する を てみよう。地 への に し、あると えた

人は 12 人、ないと えた人は 18 人であった。その は 3-8 のとおりで

ある。 
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の で一 多かったのは、「 本の文化 ・ 文化 を学 るよう

な機会をつくって しい」であった。また「 本 を学 る場所が しい」、

「地 の人と に できる場が しい」な も挙がった。それと同 に、

出 国の文化 ・ 文化 を する機会を って しいという も多

く挙がっており、 本社会に むための ャネルや人とのつながりを、

の地 に めている様 がうかがえた。 

 

3 まとめ 
の からは、以下のことが らかになった。 

一つ目は、 の出 国やルー の や文化に するニーズである。

した 者の 全 が まれた国やルー のある国や地 の や文化

を学ばせたいと えており、 の や文化を学んだり、大 に ったりする

ことが、 もの 全な成長や、場合によっては 来的な選 を広げるため

に有用だと考えていることが かった。その点に関し、学 でも の出 国の

や文化を教えて しいと んでいる 者がいることも かった。また、

学 から 者への連 事 の 方 についても、学 にやさしい 本

や 文な のお りを って しいな と む が挙がり、多様 への が

学 にとっても の であることを めて 認した。 

本の文化 ・ 文化な を学 るような機会をつくって しい 6

地 の人と に できる場が しい 5

も をつくって しい 2

その 学 支援、 指 な を行う もセンターを って しい

出 国の や文化 ・ 文化な を する機会をつくって しい 4

本 を学 る場所が しい 5

3-11 の  
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つ目は、 本 教育や教科教育に するニーズである。 した

の とん が、 本の学 への進学を しており、そのための 本 能力や

学力の強化が の大きな関 事となっている点がうかがえた。 に外国出 の

は もに 強を教えられないというジレンマを えている様 も 間

られ、地 や学 によるサ ートが められるだろう。 
また、教育 については、 や い事に せる がない が られた。

もたちが の に え、地 での人的ネットワークにかか る

からも されないよう、 する がある。 
最後に、地 におけるニーズである。 の では、地 に し、 本の

や文化を学 ことが出来る場や、地 の と に できる場、そし

て らの文化を できる場に する が高く、 との「出会い」を る

けが地 に められていることが かった。 
以 が であるが、 は のみであったため、外国出 の

がいる が えている みや支援ニーズ、 について く踏み むことが

できなかった。 後は、 の を基に き取り も進めながら、 も

を として、多様な文化や が り共 していく 間を地 社会が の

ように ることができるのかについて していきたい。 

 

 
考文  

立大学 人大阪 立大学 2017 「大阪 もの 活に関する実 」大阪

より

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/28281/00000000/01jittaityosahoukokousyo.pdf

, 2020/2/13  

  

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/28281/00000000/01jittaityosahoukokousyo.pdf
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4  

外国にルー を持つ もに する教育と支援 

大阪市 部の 学 での 果から  

  
 

 と目的 
 
 年の外国人 の は しく、外国 ・ 本国 を ず、外国にルー

を持つ ももまた に えている。それに い、かれらの学 や 活の

が 来にも して学 教育での大きな関 事として している。そこで

本 では、全国的な 学 をみたうえで、外国にルー を持つ もたちの

学 での学 や 活 で える やニーズを、学 での取組とからめつつ、

事 に してより 的かつリアルに き りにし、教育と支援の を

にすることを目的とする。 
 
1-1 外国にルー をもつ もの 学  
 
 外国 の の 学 は、 くからその への行政の の

が指 されながら されてきた であった。2019 年になって

新 による 100 の に するアン ート によって、 1 6000 人

の の 学 が らかになった。そうした が るみになっ

て、文部科学省もようやく実 に り出し、5月から 6月にかけて全国

の 1741市 をとおして全国 を行った。その 果は 2019年 9

月に されたが、それによると 本に し、学 にある外国 の

も 2 1701人が、学 に っているか うか からないという、「 学

」 にあることが かった。2019年 5月 1 点で 基本台 に

されている 学年 の外国 の もが 12 4049人であるので、そのう
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ち 17.5 の もが「 学 」 なのである。 により外国か

らの働き とその の に がかかるものと される 、こうし

た は実に大きな社会 という ない。外国 の もには、 全な成

長・ に な教育を受ける機会の が に行 れていない現 が

き りになったのである。 

 大阪市は全国で外国 の もで 学 の が 1000人を え、全国で 2

目に多い。 方、外国人集 都市として知られる 市では 者は 2人

だという。これは「 学 ロ 」と って、学 にある外国 の

もとその 者に働きかけてきた市教育 会の活動によってもたらされ

た成果である。 としての取組によって の いが としているが、

よりもまず国の取組が められている。 

 

1-2 「 本 指 が な 」の  
 
 また、文部科学省は同 に、 本 指 が な の受 等に

関する の 果をも している。これは 本の 立の 学 、 学 だ

けでなく 高等学 や 支援学 な で学 の であり、外国

の 学 の の とは 全に重なり合 ない。また、

には外国 と 本国 の もが っており、その点でも。この

で う「 本 指 が な 」とは、「 本 で 会 が に

できない 」および「 本 で 会 ができても 学年相 の学

が し、学 活動への に支 が ており 本 指 が な

」である。すな ち、 活 のための指 を とする

と学 のための指 を とする の 方が まれる。 

 果から かったことの一つは、2018年 5月 1 現在 立 学

で「 本 指 を とする 」 である。 4-1 はそれを外国 ・

本国 に したものである。これから かるように、この 10 年間で 本

指 を とする は、およそ 1.4 に えており、外国 の

の びも大きいが、 本国 の は 2 以 に えている。 本 指 を
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とするのは外国 に らない。国 とは に、そうした指 を

とする事 は広がっている。 
また 2018 年現在、 本の 立学 高等学 も む で学 外国

を にみると、 4-2 のとおりである。 
 

4-1 小中学校に ける 6 外国 国  

年  外国  本国   
2008 年 27.080 4,665 31,745 
2018 年 36,305 9,643 45,948 

文部科学省 合教育政 「「 本 指 が な の受 等に関する

」 成 30 年度 の 果について」より 成  

 
4-2 外国 の   

 ルト

ル  

国  フィリ

 

ス イ

ン  

ト

ム  

 国・

 

その

の  

合  

人  10,404 9,600 7,893 3,786 1,836 1,087 583 5,296 40,485 

文部科学省 合政 、同 より 成  

 4-2 からは、 ルト ル を とする もが最も多く、 いで 国

、フィリ が多いことが かるが、 ト ム や「その の 」も

なくない。これはルー となる国が多様化してきている現実を してい

る。これらの人 には高 な 教育 後の年 の も まれてい

るが、 4-2 の の とん は 学 である。 
は 本 指 を としている がす て な指 を受けて

いる けではない、ということである。 本 指 の な外国

                                                   
6 4-1、 4-2 ともに 果に の れがあったとして、2020 年 1 月に の が行

れたが、本 では の を用いている。 
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のうち、「 本 指 等 な指 を受けている 」の割合は 学

で 82.2 、 学 では 77.2 である。また、そうした な指 を受けてい

る のうち、「 の教育 による 本 指 を受けている

」の割合は 学 で 66.9 、 学 では 59.2 である。「 の教育

」とは、「在 学 の教育 の一部の 間に えて 在 学 以外の教

で行う教育の形 」で、い る「取り出し 業」のことを指すものであ

るが、そうした教育の形 で学んでいる の割合は 学 で 55 、

46 で、外国 の 度に まるというのが実 である。 
この 果からは、 本の 立 学 に在 し、 本 教育が で

あるにもかか らず、学 で 本 指 が受けられないままの「 支援

」に かれている も多 に ることが らかである。 

 
1-3 外国にルー を持つ もの教育と支援 
 
 これまでに外国にルー を持つ もの教育をめ る をみてきた。

の一つは 学の をなくして、 もたちに教育の機会を用 することで

ある。 教育 間と高等学 教育については この社会に きる市 として

の を に付けさせるために、国 の を ず、 にでも教育を受ける機

会を す きである。もう一つの は 本 指 を とする もたち

には な指 を行う、ということである。現 はそうした指 が各学 の、

しかも 教 が き受ける き 事として取り組まれており、「 の教育

」を設けるな の方 によって、組織的な をするまでに っていない。

全国の をみて づくことは、これら つが だ に されていないと

いうことであり、これらにしっかりと取り組むことが なお重 な だとい

うことである。 
 

 大阪市の学 における と取り組み 1  
 
 2019 年 12 月現在、大阪市の外国人 は 145,857 人で、外国人

は 5.3 と、政 指定都市の で最も高く、2014 年以 は、その の 向



28 

が続いている 大阪市 2020 1 。また、 本 指 の な は、

学 572 人、 学 246 人で、合 818 人である 大阪市 2020 .20 。そ

うした で、大阪市では、外国人 の もだけでなく、 本国 を取 し

た人や ・ 後に 本に きあげてきた人の も、 が外国 である

も、海外から 国した もな も に れて、「外国につながる 」

と び、 な施 を進めるために「多文化共 指 」を 定しようとしてい

る。その には、「 本 教育の充実」や「外国につながる への支援

の充実」といった 目が んでいる。 
それに基づき 2020 年度には、市 に つの共 支援拠点を設ける、各拠点

にコーディネーターを する、 本 指 や による支援のための指

を する 200 人 、来 して間もない に する の 本 指 の

ためのプレクラスを実施 定 400 人 する、プレクラス 後に

3 か月間 本 指 協力者を する、プレクラス 後、 1 年間 本 指

教育センター に する、進 選 を える を に教科学 の

での 本 指 を行う、といった、 来より一 踏み んだ施 が行 れる

ことが まっている 7。 
しかし、外国にルー を持つ もの教育と支援の をより 的に し

く知るためには、 もたちを受け れている学 や教 の協力を て、そこ

での も めた の学 の事 に して することが重 である。そう

した考えから、市 の 2 つの市立学 A 学 と B 学 の協力を て、

を行うこととした。 
  
2-1 A 学 の  
 
 フ ーカス・グループ・インタ ューの形 で き取り を行った A
学 は大阪市 部に する学 であり、事 の い合 せによって外

国にルー を持つ もの多いことが かった 学 の一つとして 出され

                                                   
7 大阪市  の高い学 教育を推進するための 組みづくり 多様なニーズに

した教育の推進  2020 年 2 月 13  
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た。 ・ ・目的は のとおりである。 
 2020 年 1 月 22 16 17 30  
   大阪市立 A 学 の人 教育 、外国人教育 、学 を

む教 5 人 
 目  的 A 学 に う外国にルー を持つ の実 と学 の取り組み

を知り、学 ・教 が える や を すること 
 
2-2 果 
 

き取った を もの 学 の指 とその 教 が

っていること・ の つに し、まとめて 挙する。 に掲げる B
学 の 果も同様である。 

 
もの  

・ の外国ルー について えば、フィリ ン、 国・ 、タイ、 ン

ル、 国、ロシア、ブラジルな 多国 に たり、15 人いる。 本に来たいき

さつも様々で、 のときに来た がいる一方、 年 してきたばかりの

もいる。そうした のうち来 間もなく 本 が からず、 本 指

の な 3 人は教育 会が設 する地 のセンター の 本 教 に

2 3 のみ う。 本 教 で受ける 本 指 の 間は年間 50
間と定められている。 
・ の 12 人の は 本 を すことには ないが、 には っていた

本 教 の先 とうまくいかず、教 から ましたつもりが強い で さ

れたと て 向に る もいるという。その理 は の だけ

ではなく、 本に来たくて来たのではなく について来たという事 が 本で

活することへの を高めない、ということもある。 
・ の には 本 の理 が でないために 部活動な で 人とトラブ

ルになり、けんかしたりする もある。 の し りからは 本 理 に

ないようにみえるにもかか らず、 本 がしっかりと かっていないとい

うこともある。 
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・ の ちらかが 本人という も多く、そうした は 的支 なく

学 活に するが、そのようにならない も 在する。 
 

学 の指 とその  
・学 で取り組む在 外国人、LGBTs 者 部 の な 学 での

人 学 を踏まえて、 りの には多様 を受け れて、 しかけたりする

はできている。しかし、 の には う しかけてよいか からない

という いがあって、 でもない 会 が成立することが以外に しい

もある。 
・定 な では の 間を ばす、 持ち みを するな の

をとることもある。 
 

教 が っていること・  
・ に れるイ ン の 機が開 されているそうだが、そうした機 を

教育 会で って とする各学 に し出して しい。 
・iPad を用いて、このアプリを ったらこんなことができる、というようなこ

とを教 にも にも教えて しい。 
・学 の え方が 国と 本とでは ったりして、 が たりすることも

あるので、そんな点を 整して しい。 
・ からの 付 では、月 1 の学 や定 の な にはル を

っているが、 も大きいので 付 のす てにル をつける けにはいか

ないし、それは現実的ではない。むしろ iPad で して、それを する方がよ

いかもしれないので、現実的な方 をとりたい。 
・ 学 のために に来てもらっているが、 が す る。 
・外国から来ている とその 者への は現場の努力に っている。そ

れでなんとかできているところもあるが、たいしたことができず、その 果、

なことをしてもらえなかった、という いを いて本国に る人もいるよ

うに う。外国から来た人がいる以 、しっかりと を なければ、 本社

会は れてしまうのではないか。国として本 れられていない。現場で き

ていることがまだ 知られていないので、我々に ができるのか考えていき
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たい。 
 

 大阪市の学 における と取り組み 2   
 
3-1  B 学 の  
 
 フ ーカス・グループ・インタ ューの形 で き取り を行う 定であ

ったが、先 方の 間的な のため、 人ないし 1 人の先 から き取

りを行った。B 学 も大阪市 部に する学 であり、外国にルー

を持つ もが多く学んでいる。 ・ ・目的および は のと

おりである。 
2020 年 1 月 28 16 30 17 30  

  大阪市立 B 学 の人 教育 、学 を む教 4 人 
目  的 B 学 に う外国にルー を持つ の実 と学 の取り組みを

知り、学 ・教 が える や を すること 
  
3-2 果 
 

もの  
・B 学 には 学 が設けられ、 の指 により 1 6
学 が行 れている。そこに在 する が 12 13 人、 はするがそこに

在 しない を めると 20 人 の在 国・ 人 がいる。その

かに現在、ブラジル、 国、 ジプト、フィリ ン、ア リカ出 の が学

んでいる。そうした は に連れられて 本に来ることになったが、 ちら

かの が 本人であることが多く、 とん の場合、 本 が せて、 だち

とのやりとりもできる。学 にもついていけている。 本 が からないとか、

だちや学 に めないといった理 からの 向の もはいない。 
・ も同 のコミュニ ーションが くいかず、す に が出てけんかに

なる、ということもある。外国にルー を持つ もが してきたときに、

その を受け れる関 がクラスの 本の もの間に育っていれば、その



32 

も っていきやすいが、それが育っていないと、そこへ り まれた は

にしん い いをする。 も同 の相互理 が だ。 もたち同 の

文化の いについては 的理 しやすいが、 な は えるのが しい。 

 

学 の指 とその  
・ もが してくると、クラスでルー を 的に えるか、新たな

として受け れるかは による。 もの には のルー が こかと

いうことと、学 に むということで の多い もいる。しかし、ルー

が こかということよりも 人による いが大きく、むしろ 人の いに

て指 や の 方を考えている。 
・来 して してきた 、 とん 本 が からない もいるが、そ

うした は阿 の長 学 センター の 本 教 に 1
い、年間 20 間を として 本 指 を受けている。 本 の理 が

な を とした「取り出し 業」 い る「 の教育 」 は実

施されていない。B 学 には 本 指 のための教 は されていない。

したがって、 学 の 業の で学 と、人 教育 、 支援教育

な 以外の教 が ち合 せを行い、学年全 で協力して 本 指

と な教科指 の にあたっている。なお、 の一つとして外国人

教育 が かれているが、実際の指 ではその にのみ る けではな

い。人 教育 も関 ることがあるが、その だけでなく の に関

ったりもする。 
・本 には長年に たる 学 の取組があり、そこでは 文化や を大事

にした学 が行 れているが、同 考え方を外国にルー を持つ もたちの

教育全 に広げているか うかは、学年によって なる。ブラジルの がいた

学年では、おうちの人が来てブラジルの文化を教えてくれたこともある。 
・ を した のために が設 されており、そこで 教 が カー

ドを ったりして、 を し している。 
 
<教 が っていること・  
・学 を受け持っていたら 本 教育が にできない。プリントを っ
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てそれに取り組ませている間にその に 指 したりしているが、 か一人

クラスについてくれたらと う。一つ一つ しないと からないが、実際に

はその 間が取れない。 に集 的に 間で 本 を学 る があれば

よいかと う。 
・ 者とのコミュニ ーションでは、 の な は り し えて

が まれないようにしているが、 者が しげく学 に来たりすること

はない。 事の関 で もが を いても学 を ませられない、という

人もいる。 者との間で が ても、その のために教育 会が

けつけてくれることはない。 
・ 々の学 を えた外国人教育な の研究 の機会はあればよいと う

が、教 にも学 にもその がない。 
・ 本 指 や 者とのコミュニ ーションでの のために ランテ

ィアの をお いできるような人材バンクが しい。 はそれがない。国際

センターに相 して来てらもったことはある。 
 

 考  
 
 大阪市で した 2 は外国にルー を持つ の 的多い学 で

あったが、 ちらも してからの にはセンター に 間か うとい

う、大阪市の施 に った指 が行 れている。しかし、「取り出し」 業な

の指 はとられず、各学 の学 と 以外の教 とで、学年

での協力によって指 が行 れている。 
そうした指 において、 な 本 指 ができないことへのも かしさを

る教 の も かれた。 本 での の会 ができるようになっても、

業 の理 のためには 的な をしなければ 業についていけない。

そのための 業 者を む は 実である。 
来 したいきさつや事 は多様であるが、共 しているのは も本人が選

んで来 した けではないということである。来 に ったいきさつが 本社

会や学 教育に むうえで をもたらすということもある。外国にルー

を持つ もの教育では、 本 指 が 的に られるが、それに まらな
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い教育の様々な があることが かる。 本の学 に 付いている文化にあ

る 度 しなければ、 学を続けることも ではない。そうした点では、

した 2 は人 教育の成果や教 の努力に支えられて、 もたちの

を し、かれらが学 に い、 活し学 という を 定的に実現してい

る。 
しかし、こうした各学 やその教 の努力に るだけでは な教育ができ

ないこともまた、 果からみえてきた。各学 での 本 指 、教科指

する教 や教 を する人 を大 に やすこと、 もたちの学 を け

る機 やアプリの活用を 進すること、それらを った 果的な指 を開

すること、各学 や教 からの相 に て なアドバイスや けを に

できる を構築すること、 の学 での取組を し、す れた方

を共有するための研究会を開 すること等々。 は 挙に がない。 
これらはいずれも 々の学 に るのではなく、教育行政をつかさ る教

育 会の 事 として行ってもらいたいことばかりである。外国にルー

をもつ もの を いかけるような 的施 に まることなく、し

っかりとした 度設 が められている。そのためには、これから開ける社

会の とそこにおける教育のある き方向を えた、国の基本的な と

る ない方 がまず になければならない。 
 

文  

大阪市 20 大阪市多文化共 指 大阪市 

文部科学省 合教育政 共同 共 社会学 ・ 全 2019 「 本 指 が

な の受 等に関する 成 30 年度 」の 果について 
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5  

在 外国人の もの現 と  

学の と 本 教育の再度の開  

  
 

 は めに 
 
2019 年 9 月 27 文部科学省は、「 本 指 が な の受

等に関する 成 30 年度 」の 果について、と、「外国人の の

教育の なる充実に向けた 学 等 の実施 び 果 に

ついて、を した。立ち まって っくり ないと、 み ばしてし

まう。 

者は、 年なら、6 月には していたものである。な 、 れたのか。 

・市の 部 から こえてきたのは、 の 認 合 せ 等で

れているとのことだった。 

 後者は、い る 学 である。 年は 年と うのである。ともか

く、 を て、 になったところをこれから いていこうと う。とに

かく、学 に していないと「 本 指 」を とすることもできない。

学から めたい。 

 

 学 について 
 
2-1 の の 方 
 
一 になるのは、 の ージの「 学 の 、 都

・指定都市 の という、都 と指定都市の の 果の

が 一 である。 文部科学省  
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目は、 教育諸学 、 外国人学 等、 学、 ・出国(

定 む)、 学 認できず、それに、 から の「 」と、 考

・ との (人)、とある。「 」とは、「学 相 の外国人の

の 基本台 の人 」である。  

都 の には、 から の 目す てが「 」というのは だ

けである。 と って、しっかり しているのかという、 はある。  

しかし、指定都市の 目では、 す て「 」の 都市や、 目

す てが「 」という市が、 台市、 市、 市、とある。 の

の「 」は、「 な場合」を している。  

 

2-2 大阪市の  
 
大阪市は の 目す てが「 」である。「 」との いは かあ

るのだろうか。それとも、 したうえでの「 」だろうか。 

大阪市の場合、 学 に在 している 以外は、す て「 学

認できず」に として かれているのは、実 を せず、 の

だけで 認して を しただけと考え るを ない。 

というのも、大阪市の場合、2020年 月 23 の 新 刊 事の に、

「1117 人が「 学 」だった大阪市の 者も、 学 を したこ

とがなく、方 を一から しないといけない。 の先進的な取り組

みも 考にしたい」と す。」とあった。 

な だろうとは う。しかし、大阪市にとって、 学 は めて

ではない。 

文部科学省では、 成 17 年度から 成 18 年度にかけて、外国人の

もの 学支援方 等についての 研究を行う「 学外国人 支

援事業」を実施した。大阪市も している。その の に、図 5-1 の

がある。 

この を れば、外国人学 のことも、 の 目も 目に ってい

る。 の「 」は なのかという、 も いてくる。アン ートをする

だけでも、その一端が できるのである。 
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の 、市の 果の にある「 」も同 ものでないことを う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 外国人学 のこと 
 

まで、名 の挙がった市のす てに、外国人学 が 在する。 

それ以外に、 都市、 市、 市、 市、を めて、外国人学 が

在するにもかか らず、 が「 」であったり、「 」というのは

ういうことなのか。その学 に っている もやその 者、 の人

は、文部科学省の を て、 ういう を くだろうか。 

「 たちのことは こに いてあるのだろう 」「 の もは、 こ 」

「あの は こに行っているのだろう 」 

市は、外国人学 に 622 の が がっており、 は 877 とあ

る。 

市の に「外国人学 成」という ージがある。 

「教育 支援」の一 で、学 や 成 付していることが

あればこそ、 年の にも に できるのである。 

市以外で、外国人学 の 目に の があるのは、 市である。

は「246」である。ちなみに の を ると「545」である。その

3  大阪市における 学 の 果の 一部 出  

大阪市については、 成 18 年度において、 の方 による を 

実施した。 
方  

外国人 者 、19 年度に 学 定の のいる 者 び世  

621 世 にアン ート を 付し、 で ・ を受け

た。 果  207  34.5 パーセント  

1 国 立学 に 学 定…181 

2 外国人学 に 学 定…16 
3 その 国後 学 定、 学方 が からない等 …10 

の者の に、学 に行かない 定の者はいなかった。 

5-1 に ける 学 の の  
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の「299」の には、 市ではない の市の が っているのだろ

う。 

の 、市の 市、 の市、それ れの が 果にも現れてく

るのだろうか。その では、 はしっかりして しい。 

その 方で ると、大阪 の の に「58」とあるのを う るかで

ある。大阪には、 学 ・ ・高 、 学 、コリア国際学

、大阪インター ショ ルスクールがある。 

大阪における外国人学 のカテ リーに まれるのだろう もの が。

の「58」と「 市」の「 」を しても「60」である。そんなに ない

けがないだろう。大阪市の を いてみたいと うのは だけではない

だろう。 

の学 を 業した方で、 の 学 、 学 、高 で教 をされてい

る人もいる。その人たちが、大阪市の に ういう 持ちを持つだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-4 な 、「 」とか「 」と できるのだろうか 
 
「 学 認できず」の を ると、大阪 が「1444」、大阪市が

「1117」、 市が「 」、合 で、「2561」。大阪 で 本人の もがこ

の で、「 認できず」では社会的な大 になるだろう。 

市では、国 の いこそあれ 市 である もたちの教育 

を支援するとともに、外国人が みやすいまちづくりと、外国人学 

と地 等との を した市 の国際理 を 進するため、市 

の外国人学 に し、 の外国人学 に せして、

成 を 付しています。 

付 となるのは、「学 教育に する教育を行う」各 学 とし

て、学 教育 134 1 の 定に基づき、 知事の認 を

受けた外国人学 6 人 8 です。 

5-2 HP の 外国 学校 ー  
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な 、外国人なら、 がないのだろう。 

文部科学省の には、 の 目も、「 」「 」が多い。 

な 、そんなことが きるのだろうか。 

2019 年の 月 、 で、外国人は「 外」って ういうこと

という 組が された。 

その で、文部科学省が 年行っている 学学 の

には、「外国人は、 から 外する。」という文 があると、 とと

もに していた。 この 組の については、 の「外国人 ニ

ッ ン」という 目で ることができる。  

この文 を めば、教育 会の 者は に外国人の もたちの

教育に関 を持っていないと本 になって しないかもしれない。 

一方で、文部科学省は、「 立学 における 国・外国人 に す

るきめ かな支援事業」という事業を続けている。2019 年度も 45 の地方

の教育 会が事業を受けている。その事業 目には、 学 も

まれている。文科省は事業と めて、 の重 を各 に してい

るのである。  

の文 にある 、市等も とん が、この 年事業を受けているに

もかか らず、「 」や「 」である。事業を受けているにもかか らず、

その で 学 も 目にあり、実施している。 

の「 外する」という文 を、 者は「 度」するのだろうか。 

それとも、 本人を とした教育に、そんなに 々 間がとられているの

だろうか。 

 

2-5 もう し を進めて しい 
 

2019 年の 1 月 7 、 新 刊に、「外国 の  学 1.6 人

100  教育 外」という 事があった。その に 100
の 果の 、 大阪が「100 199 人」の に んでいた。大阪市

は「1000 1500 人」の にあり、 市、 とともに一 多い。

市は「50 99 人」、 市は「10 49 人」の にあった。 市は、指定都市
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と在 外国人の多い 市である。 
2019 年の外国人材受 れの政 の け の で、外国人 の

学 が強力に進められると考えていたので、実 が らかになるのでは

と、 かに していた。だが、 らかになったのは、 行政、教育行

政のあまりにも けない実 ・ であった。 
は、2020 年 月現在、 大阪の 間 学 で として している。 

年度 学 年 の年 者で、 学 の もが、2020 年 月

間 学に 学を すれば、 る理 はない。 
まずは、 の する 大阪市からということで、先 2020 年 月

、「 大阪市における外国 の 学 にかか る 」を

出し、 な を行ってきた。 先は 大阪市長と教育長である。取り

い は、「外国 の 学 を考える 大阪市 の会」である。

大阪市も 年同様、100 名を す もの が、「 学 認できず」

2019 年 12 月市 会・ 会 となっていた。それ 広くはな

い地 である。一人ひとり ていけるのではないか、と うが・・。 
教育の 部 だけでなく、 の関 部 にもかか ることでという市

の に、全 的に していけば、より みやすい 大阪市になってい

くだろうことを して、 し れを えた。 月にまた、動きがある。 
 

 本 教育、 本 指  
 
2019 年 月 21 、 本会 で、「 本 教育の推進に関する 」

が ・成立した。 

外国人やその もに する 本 教育について、 的に国や の

を にしたのである。ただ、あまりにも いのだ、と ったところで

間が る けではないのが けない。 

大阪 も大阪市も来年度に向けた事業の で 本 教育に関 するもの

が えている。文科省を め、政 では外国人受 れの事業を進めていく

が したことの だろうが、 々の事業の 集 を ても、その

等については、あまり できない現実である。 
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その充実 合が、 もたちへの教育や指 に を すものである

ことを えば、 は重 である。 人かの 本 教育研究者や 者

からは 集人 は集まらないでし うとの が こえてきた。 

また、 もたちを取り く が くなるのは、 年も先なのかと

になる。そして、その間に もは進 し、 業していく。 

的なことばかりでは、いられない。 も現場にいるのだから・・。 

 

 さい に 

 

学 の の にある「 」と「 」 が、 こまで した

での「 」や「 」なのかが、 とん からない。 

そんな 拠も な 果からでは、 うしていけばいいのかという

方向・方 も せないと う。とにかく、一人ひとり、一つ一つの実 を

い集めていかなければ、 の一 が踏み出せないと う。 

2019年 11月 29 、なら 100 年会 で、 34 会連合会大会

が開 された。その 科会の一つが、 外国につながる もの の を開

こう  実現を 能とする教育現場の整備に向けて であった。

い 科会 にも、「 学 」の 目がある。 

その に、「 もの教育を受ける 利」「 学 教育と高等学 への進学

について」「 教育について」「アイデンティティ維持のための教育」「多

様な機関での教育の取り組み」「 各 の現 」等、現 点における外

国につながる もの現 についての 的な となっている。 

の一 のために、一人一人の もの、一つ一つの現実から、 づき学

んでいくことが められると う。 

 

文  

文部科学省  

・外国人の の教育の なる充実に向けた 学 等 の実施 び  

果 について 

・「 本 指 が な の受 等に関する 成 30年度 」の 果
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について 

・外国人の もの 学実 の 果について 

文化  

・ 本 教育の推進に関する の施行について 知  

市  

・外国人学 成 

新  

・2019年 1月  新 刊 

「外国 の  学 1.6 人 100 」 

・2019年 1月 23  新 刊 

「外国 の 」 学 「国が を」 
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6  

の地を めて したこ もたちに を 

スカルド  

 

は めに 

 

シ スは、ローマカトリック教会を とする社会活動センター

で、 地 にある大 では に 本 ・ ・ ト ム のミサ

が行 れ、 1,000 人以 が する。このような にある社会活動セ

ンターには ろから国 を ず多くの相 者が れる。 

外国 からの相 は、在 の から の みまで様々

だが、 にこ もにまつ る相 を受けた には、教育関 者や 関 者

な 、 に る人に 援を んで、ともに するよう がけてい

る。なかでも の事 で を り す 、あるいは出 国の政

に されて してきた のこ もたちに しては、 な

が なのではないかと は う。以下に つの事 を しながら、

の地を めて してきた に積 的に関 ることの重 を考えてみ

たい。 

 

 人 取 に ったこ もたち 

 

2015年 2 月、「 本人の に会える」とそそのかし、 の やこ

もをフィリ ンから「 」して 本へ 国させ、 し、フィリ ンパブ

で働かせたブローカー組織が で された。 者 は 合 せ

て 80 人を え、大 な人 取 事 として された。 シ スでも

組の を したが、その には 3 の や 学 のこ もたち

が っていた。 

たちは を大阪で受け れると、すみやかに行政へ 立支援を
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お いした。 がなければならなかったのは、こ もたちの学 利の

だった。人 取 を受けたこ もたちは、来 以来、ろくに学 に行か

せてもらえず、ブローカーの 下で され、 の が を す

れば 度は 行を強いられて 場所を 々としたため、シ スに り

いた には 1 年 く学 に えていない だった。こ もたちの か

れた を知った たちは、地元の 学 や 学 と連 して、 全に学

活を ることができるよう した。また同 に教会施設を開 して大

人向けの 本 教 を開き、 たちの 立を支えた。 

人 取 事 が してから 5 年。 の たちはそれ れ大阪

で 活し、再 して新たな を築いた人もいる。ただ、各 の現

を しくうかがうと、とくにひとり が に 実 が き りに

なる。なかには、 や により 相 所が した ースも

られた。 を 立させず定 的に を 認するな 、継続的なかか り

が だ。 

 

 のこ もたち 

 

シ スでは 2000 年 より、アフ ニスタンをは め、イラン・シリア・

イジ リアな 多くの を支援してきた。 認定 が りなく ロ

に等しい 本において、 の を める 動は多 で成 も めて

ない。その な支援活動のなかで めて 認定を受けたアフ ニス

タン人がスレイマンさんだった。スレイマンさんは 認定を受けた後、

を 本に び寄せ、現在は 本で まれ育つ 人の もたちと 4 人で

らしている。 

ところで、シ スは 人 のスタッフで業 をこなすため、年間 500

を える相 に るのに いっ いで、 うしても「 事に 認定を受

けた人」への関 が れがちになる。在 さえあれば、 か り とが

あっても行政な 地 社会に ることができるからだ。スレイマンさんに

しても は「 組」としてフ イルを 、関 を持たなかった。 年

1 月、 年 りに の テラさんに会って を ると、「こ もたちが
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ずっと で、 は外出すら がって とん に きこもっていま

す。 が い」と れ、 はこの に関 を持たなかったことを後

したのだった。 テラさんは の 10 年間を った。 

こ もが や 学 に うようになって、 テラさんが最も しい

いをしたのは 者の ができないことだった。 は の 者か

ら を かれ、いつも りだった。 が い のある 、 へ え

に行くと、 が に をつけられて いていた。 テラさんが って

いると、一人の 国人の が タラさん に け寄って事 を き、

に してくれたのだが、 ・ ・ を して になって テラさん

の になってくれたのは ただ一人だった。 

学 では、 は だけではなく の教 にも められた。しかし

は学 であったことを 本 の な にうまく できず、 事

で しい は 本の学 度すらよく からない だったため、

したがらないこ もたちをひたすら し、 理やり行かせる を

した。 が 4年 の に「先 まで を める」と すのを いた テラ

さんは、 いて学 に出向いたが、とりあってもらえず、 の 本 能力

の らなさにも かしい いをしたという。 

も も学年が がるにつれ、 が くなり、 々に活 を い、

も っていった。 たちは教 に再 相 したが してもらうことは

なかった。 が 学へ進学するとい めは 化し、 はとうとう

になった。それ ころか人に会うのを れて外出すらできなくなり、

科にかかるようになった。 は み いた 、 すれば するかも

しれないと し、 が 学 年 に進 するのを機に 市へ っ越

した。だが新学 に 学したのも の間、 は再び になり、教 が

すると部 に をかけるあり様だった。 

 

 のこ もたちへの の  

 

では「 のこ も」という で様々な研究が進められている。たと

えば、 の を持つ 18 以下のこ もを にしたデンマークの研究で
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は、 を持つ のこ もの のリスクが高い 向にあり、

とくに に ・ な が多くみられるという Nielsen Maj 

Back et al.2019 。また、スコットランドでは、 のこ もはそうでない

こ もに 5 の のリスクがあり、 はさらにリスクが高く、

57 の が PTSD、22 の が を みたことがある、との研究 果

が出ている Zimmerman C.et al.2009 。ただ、 の でも 果関 は

とされている。 

本は の を持つこ もの が大 ない 、そもそも多くの 本

人に「 」への認 が けるため、こ もが な に ら るを な

いような構造的な が にあるにもかか らず、 な の が

「その の の 」と えられてしまう。 

も、1980 年 に したインドシ の もたちに して、

や 等の多さに づきはしたが、その 拠を知る だ

てが もなく してきた。しかし 2000年以 、アフ ニスタン人

に関 るようになり、その全ての の もたちに学 でのトラブルま

たは 、 念 な が られることを目の たりにするなかで、

「 のこ もたちに な が なのではないか」と うようにな

った。このたび のような ーロッパでの研究を いた 、 は の

から合点がいくのを えた。とはいえ、この 本で一市 が「 のこ

もへの な を」と を らしたところで、学 に 者がいなけれ

ば関 を持たれることは とん ない。 

しかし、 のクラスに 認定された がいなくても、 く

海外ルー のこ もたちの や事 を れば、 らかの強 を

なくされた の だった な が えてくるかもしれない。「強

を なくされた人びと」のなかに が まれることを知っておくこと

も の一つだと う。 

人 取 にしろ、 の にしろ「 度の や な を

したのでは」な と、こ もたちの に関 を寄せる を持ちたいと

う。 
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 こ もたちを るネットワークに 教者も 

 

教者は、人の き にや人 の 目に関 る 在なので、 や

以外の 々の社会 活のなかでは とされないかもしれない。だが 教

者だからこそ、かえって社会の 間に かれた人の なき を う役目を

っていることもある。 は、海外ルー の もたちへの教育支援ネット

ワークに 教者が関 ることを めたい。な かというと、 えばカトリッ

ク教会には様々な スニック・コミュニティが集い、 の地 に の国 の

人が集 するかを教会が していることがあるからだ。 的に各 ス

ニック・コミュニティに し、またそのコミュニティの や文化も理 す

る 教者が海外ルー のこ もの教育ネットワークに ると、支援はよ

り やかに、より く かされるのではないだろうか。 

やアフリカな 、 本から く れた国にルー のあるこ もたち

に に向き合い、 な アを行うことによって、 たち大人は 実に多

様 を学 ことができ、 が かになって く。外国 の が「

本に んで せだ」と えるような社会をつくる役割を たち一人ひとり

が えればと っている。 
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7  

NPO による学 支援と 後、 活の支援 

事 とその実践 からみえてくるもの  

  
 

 は めに 
 
1-1 外国にルー をもつ もたちと学  
 
外国にルー のもつ もたちについて、学 という集 教育の現場で

学 の 利、はらんでいる が のようにみえるか、それらに

のような がなされているか、それが の 研究の であった。学

が多かれ なかれ、 的かつ 的になされる、 本で らしていく

ために と考えられている知 、 および社会関 の形成に な

向、 度形成的な の場である以 、外国にルールをもつ もたち

の 、 な が 受されそれらを う が現場でまず されるの

は である。 者の である 理学の 点では、それはまさし

く と ばれてそこから る関 の 化を させる である。

多文化共 という 点から、しばしば同化 力として 定的に 出される

関 を きやすいのである。 の に協力いただけた学 は 的に

人 教育に を がれてきた があり、 やすい を り越

え もたちの 利の を いやり理 する 向 をもった学 だ

った。 利教育にも が割かれており、外国にルー を持つもつ もたち

も 本の指 ・ から やい めを受けることは こっていないと

しそうに されたのも 的だった。 
それでも、外国で育って 本の学 に ることで もたちが大きな
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ンディキャップを っているのはたしかで、そのセルフ スティームへ

の は けられないだろう。 に いた事 であるが、 国から来て

会 レ ルの 本 も い が、 教 の する 本 学 に

っていたが、そこでのある指 者を がって 本 教 への を が

ったことをきっかけに元 に来ていた在 にも来なくなり、以後

が継続しているとのことだった。 、 、 つきな の 持ち、そ

の強度と な しく を いてみないと からないが、なかなかそれ

らを き取るのも 本 によるコミュニ ーション能力の もあり

が になっているのだった。 
あるいは、長 のひきこもりの事 で の があることも 認さ

れたが 相 所へも 、 がそれ以 の学 の を まないため

に ができないという事 があることも された 相 所が

をもって す きだろうが、く しいことは からない 。 するに、学

は ものニーズと 利に することが であり、 のニーズ、

の事 に踏み みにくいことから、学 に ろうとしない 、そして 事

の について に することはできない。 
 

1-2 外国にルー をもつ もたちの 活と  
 
 本 の目的は、学 および学 としての の 活実 の 的な

を う を し、そこから支援に関する理 を めることである。

する は、コミュニティー ースの もの 後支援活動を 1975
年より し、そのなかで外国にルー をもつ もたちの支援でも

な をもつ NPO の 理事、および在 国人の ンパワ ントを実践

する で 2013 年より外国にルー をもつ もたちの学 支援を して

きた NPO の事 長、それら たりの かな実践 から を受

けて 取した。これらの NPO の実践には、まず外国人である とともに

のおかれた立場からもたらされる 定の 下で らしている をもっ

た もの 活が 点化される。それら つの実践事 をとおして、外国に

ルー をもつ もたちの学 を支援する があるのは ながら、そ
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れがもつ 界とその にある現実について知ることができる。コン テ

ンシーを高める教育的支援の場が、 もの well-being 全 を に れた

多機能的な支援の を する働きをしていること、社会的 とし

て するコン テンシーを えた関 創出の機能をもっているという

に 目する。 
 

 Minami こ も教 を ースとした活動から 
 
2-1 「Minami こ も教 」の立ち げ 
 
 2020 年 2 月 3 、NPO 人コリア NGO センターを して同 人理事

事 長の 以下、 称 より き取りを行った。コリアン

NGO センターは 2004 年に設立され、 教育、在 外国人の人 、

共 社会実現に向けた教育・ 、 市 ・NGO の ・協力、

の 一と アジア共同 の形成な 広い に取り組んでき

た。 は在 コリアン 世として で育ち、多 ・多文化共

という理念に する 年の イトス ー な ・ を 長する力と

い、 の において られてきた 事者の 利の と

ンパワ ントのための活動を行ってきた。なかでも、1995 年から在 コ

リアンの 教育 に所 して、 学 の 度 に りひとつの

ライフワークと ているというが、 本に らす外国ルー の もの

ンパワ ント活動の 点となるところなのだろう。そうした があっ

て、 は新たに 本に してくる外国人たちとその もたちの 活に

関 を いさま まな支援活動を行ってきていた。 

「Minami こ も教 」は 2013 年 9 月に開設され 7 年あまりになる

が、 がこの活動に っていく 人的な 機はその 年にあった、大

阪市 の 学 に 学したフィリ ンルー の 学 1 年 が 学し

てす に 理 を図ったフィリ ン国 の によって を うという

事 によるものだったという。おりしも 2012 年に、関 国際 協 会

の事 所が に してきたこともあって、 外国人 支援事業
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をめ るラウンドテーブルの場で、 学 に した 長らと

ともに 成準備会をもつことができた。 学 の は 50% くが外外

国ルー の もたちで、 者との が という事 を えて

いた。 学していた もが 来なくなり を す、 すると、

なのに 機関を受 しないでいるな の事 が多くみられた。

もの 者として を てにできないという考えにもなりがちだが、 に

この事 および に関しては でも 学 の教 の間に ましくここ

ろに まれており、再び り されてはならない共有された として

っているという。 の 学を に学 に てきては、つたない 本

で なもの、準備す きものを 認し、 本という社会と学 に し

なければという強い いを していたが えにその さに えられなか

ったという みがそこに み取れる。 者としてあてにできないと

られていた たちにもそれ相 の事 があって、その事 への目 りが

なのではないか、ということである。 

 

2-2 「Minami こ も教 」 
 
 学 の は大阪キタと されることの多い ミ ミの

にあり、 という外国人集 地 にある。 もたちのルー は、フィ

リ ン、 国、タイ、ルーマニア、 国の で多いが、ブラジルルー の

も教 には っている。 的な 度合いはフィリ ンとタイをルー

とする もたちおいて高い。教 は 学 、 学 を に 、

17 から 20 まで、教科学 と 本 の をしており、 学 が 15-20

人、 学 が 10 人 度 している。教 が ると、 もたちを

まで るのを としている。 一 なので、学 としての成果はあまり

せずにむしろ もたちの 全の りに重点を いている。

はコリアンの 教育に ってきているので、 ルー を大事にする

ようにしてはいるが、年 が がってくると、 うしても と の

的ルー とが ブってみえてくることがあるので、集 地 で してい

た 活のなかでは たれていたセルフ スティームが 下する がある。 
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 に ると来なくなる ももいる。そもそも ものことに

な関 を向ける とりのない 、 関 にすがって 関 になる が多

いので 行が となりがちなので、アウトリー によるコンタクトをと

るようにしている。 として 定な との関 、 がその として

えている 、 えな については の をとおしてく しく

られている  2019 。 の国 およびルー となる国によって、ある

いは来 の によって もたちが かれる 活 はさま まである。 

 

2-3 の支援と もの ンパワ ント 
 

と同様にインタ ューの でも、 もたちの 育 の 利につ

いて るときに にイ ージされているのは にフィリッ ンルー の

もたちだった。 らは、 活のサイクルが なこと、活動に や

を とすることな から、 や に を せられる 本の学 の

クラブ活動にはついていけない場合が多い。 強も なので、学 支援の

場には しない ももいたが、水 にい る も をやれる

ことになったので、そこには する もたちがいて、 育と りの

方ができるようになってきた。 を とした相 事業を利用する人は月

に 2 3 であるが、相 のニーズを ている人は 度で、 り

にはアウトリー が なのが現 である。 活 や な の

度を知らない、あるいは知っていてもその 続きが ってお をもら

えない人な が 外に多い。 らの 本 力では理 できないことが多い

ので、 まで一 に行って 続きをするな することもアウトリー に

よる関 形成 有 なことである。 して 学への が持てるように

なる づくりのところで、 の 活実 とも付き合いながら整えていく

という 業が なことが理 できた。 

 

 地 包 支援機能をもつ「こ もの 」から 
 
3-1 学 について 
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認定 NPO 人「こ もの 」の包 支援機能については、 者もさま

まな機会に してきた  2014、2016、2019 。その長い地 ース

の もの 後支援活動から、 育て支援としての 支援、フ ミリー

ーム、 援 ームな の諸機能をもつなかで、 学 への援 、

外国のルー をもつ 支援の も にもつ 理事の 共

以下、 称 に 2020 年 2 月にインタ ューをした。 もの がある

大阪市 成 は、ド と ばれる 施設に らす い 働者が集

していた。 定 という 下で のために 間ひとりで

す もの 学という事 が多く して、それに取り組んだ「あいり

ん 学 」の 教育以  1978 は となった も強い 重

な である。1975 年に設立された「こ もの 」を してきた 共

も地 の もたちは でも、と を取り ったこ もの 場所で出会

った 学 の りとなって教育機会を し続けた。 の基本

的なスタンスは「 もの 利」 にある。 

 

3-2 本国 のない もたちの 利 
 
 2019 年に文部科学省が実施した全国 によれば、 本に む外国人の

学 12 4 人のうち、 2 人が 学 の 能 があるという。

成 のあいりん地 は、 い 働者をは め 活 および 定な

人々が みやすい地 になっていて、 しやすい外国人 働者および外

国にルー をもつ もの が高い。こ もの もプログラムとして「本

で 強会」という に一 の学 支援のプログラムを実施してはいる。外

国にルー のある もの場合には 活 からくる学 の 利な

さま まな 利をもっているが、 が ってくれた は、外国のル

ー の もたちが 国 に かれていたり、国 取 ができずに国

外 を られるな 、まさに「教育以 」の、定 という すら

れる ースであった。 本で本 に多文化共 が実現できるかと いかけ

る の、その は、 本人およびその文化の による 、国
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にみる 、 地 と のは まで 国 に かれる

人々への が らないことへの りと一 である。 にいえば、 本

に来て一定 間地 に み もしてきた人々を、 うして共に きる

間として受け れることができないのだと。ここでは、支援の なく国外

を なくされた ースを する。 

 

3-3 インドネシアの  
 
 成 は「 育て支援・ 地 連 協 会」な 者を る地

連 が であることは知られているが、2017 年 9 月に、 学 の先 か

らの でインドネシアからの を受け れ 1年 地 で 活したのち、

2018 年に強 還された ースである。 

 インドネシア人の M と H 学 1 年 の が、 からの DV か

ら れて のド で まりしていた。 の さを した

学 の先 が に相 して、 は 人事業としては めていた 用

のシ ルター ウスの一 を し、そこから は 学できるようになっ

た。 支援を行う シ スの支援を受けて 国 理 に す

ると同 に、在 カード 5 か月の つき の か や な

の 度を利用できるようにした。H は学 に い 後はこ もの

を利用し 本での 活にな んだが、 M の 本 の理 が学 や

とのやり取りをするには 理があったのでそれらのときは同 した。5

か月が した 2018 年 2 月、2017 年 11 月に在 カードの 新を して

いたが 知が来ないままに在 間が ということになり、 も

し めの 知がきた。 に 続きの進 について い合 せても、

であるという以外の が ってこない。 

2018 年 4 月に から の出 がきて、 が認められず

在のか で の 能 がある を知らされたので、同 し

て は けられたが、 在に するか同 の を してその

間は されるか、インドネシアに 国するかの しかないが、 間の

間が設けられるという だった。 間後の 2018 年 5 月 8 、イ
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ンドネシアへの 国には があり ることはできないという M の 向を

え、シ スの協力も て 間 に せずに の いを

した。同 に、 の 事 や、 国では DV も の になるな

、 度的な 点を文 も 出した。しかし、M は 、H は

相 所の一 と 定された こ もの は 相 所の事業 を受

ける なので、 相 所は一 をこ もの に 。M の は

多 される が 果的にかなった 。M は 後の 活、事 の

のなさなに し、インドネシアに 国するという選 をせ るを なく

なった。2018 年、インドネシアで支援活動を行う NGO に協力を し、

たりは再度 本で らしたいという をもって 国した。 

  

 外国人の受け れと多文化共 について 
 
4-1  国 と 度の  
 
 外国人 働者の受け れをめ っては、フィリ ン の ンターテイ

ー ザによる 国と 働実 、 本人 との間に る 外 と認知

に関する と の 活、それらは広く認知されていて支援に取り組む

や人々も多々あるが、 な ブローカーが 働を って 国

させるな の事 も られている。タイや ト ム、 国からは 能実

という 度によって に 働者が 取の にされる事 が相 いで

いる。外国にルー のある もといっても、 国の事 によってその 、

する社会 的 層には りがある。 本の 度は、とくに社会 的に

い 層の実 への選 的 によって 的に働いていることが か

る。 活する 利を る 度設 が、社会のなかで きるしかない 人の

全 の 部 ではあるが、 や 共 の活動が 本の 度とマ

ジョリティーを形成する市 のありかたに する文化を育てているとい

う点からその に 目しておきたい。 

 

4-2 ルー の 重 
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 ルー の 重とは、 が ってきた在 コリアンの や文化を

する教育と関連した 念である。 本で らすうえで 本 の や

本の や文化について知ることは重 だとはいえ、 のルー にか

か る や文化に れる こそが、それに して 的に機能する

本社会に して 的な 形成の基盤になるという考えに基づくものだ

と理 される。 者がこれに関連して い出すのは、アフリカからの 学

が 本の たちが に 本 や 本事 を教えてくれるのはうれしいが、

しいことは、 らが の 国のことには関 を さず、 に する

ことがないことだと えていた場 である。たしかに、外国ルー の も

たちは 本に関して、 本のルールで学 機会があてが れるのであり、そ

れが同化の強 であるか うかはともかく 等 を く関 である。 

 1980 年 に 国 の 本 国、定 が政 的に されたことがあ

った。 理 として大阪 の機関で働いた 者に 的な一 者

がいた。 は 国 を にもつ と した の だった。 は、

この政 に されて 本で 動 産業を学 うとして とともに 本に

来たのだが、 場 でい めに い を った うつ を し

ていた。 本 によるコミュニ ーションがカタコトのレ ルで がむ

つかしいと されて、デイ ア ニットへの を されたのだった。

デイ アの ンバーから 立しがちで、 ンバーとの会 もなくひとり

をしかめて スタッフが ると、 の みという に っているの

が だった。 での様 を が いてみたところ、 もたちは学 で元

にやっていて 本 で でも会 が行 れていて、 本のことをあまり

からない を ってくることもないらしかった。 

 

4-3 ンパワーあるいは 活 化の  

 

 が をさす ンバーたちの にいたとき、 国 について くと、

にあるしそれならさせるというので指 を んだ。 は 国 をもっ

てきて に教えてくれたのだが、人に教える の はす く元 がよく
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き きとしてみえた。 の で、 国では が を る で、 は外

が多いということで、 は 理が とのことだった。それで、デイ ア

プログラムの の 理で 理をお いすることにしたのだが、水

とから げ、 の ニューをもってきて、 ンバーとともに 20 人 を

ることが まった。その際の の機 な動きで立ち る には もが

いたものだった。ただ、 理づくりの で指 する際に、動きや み み

の い ンバー、 いな に してあからさまに を し、 を げる

のでおとなしい ンバーは げて行く だった。そして、 理が り、

おいしさと 理の 理 への を しそうに いていた だったが、

るときにはいつも おり の一部をおさえてつらそうに いた。 者の

を取り げたのは、たとえ一 的にせよ を活 化させたものが「教え、

する」という行 のさなかだったことである。 

 外国にルー があって 本で学 する もたちは、 の うから

できて相 が喜 ような の機会があまり多くない。されたこと

に して喜んだり、 するという 現行 の かに、 に の行

が相 を動かすという機会も しいのではないかと う。 

 

4-4 お りに 

 

 外国にルー をもつ もたち、およびその の出会う に する

支援を するなかでまさに「教育以 」の が 点化され るをえなか

った。 もが育って大人になるというライフサイクルの には、さま

まな った水準のニーズが み取られ、その の部 の アーをしている

のか、支援にはその づけが かせない。学 や学 支援の場に を せ

なくなった もはなんらかの 機 にあり、その るやかな の場

として も な 包 的支援の場が かせないということは らかで

ある。コミュニティー ースの支援は、ある 包 を備えていなければ

ならないだろう。そのためには多くの人的 と、 けても人を 化する

に する文化をもった人的 が なのではないだろうか。 
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2016 「 施設において められる 的なもの について」

研究 22、30-36  

2019 「地 ースの 後支援と を うみるか」 アジア

都市の と 活 10  165-181  
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8  

現場における外国ルー の もと への支援 

コミュニ ーションの と  

  
 

 および を受ける外国ルー の もの 利  
 
1-1 のこ も  
 

のこ も は、 の も ーロッパ協会 EACH(European 
Association for Children in Hospital)が 1988年の設立と同 に 成したもので、

国連 もの 利 に った、 もの が 備す き を 10
か にまとめた「 のこ も EACH 」を目 としている。 
その 10 か のうちの 4 目「こ もたちや たちは、年 や理 度に

た方 で、 をうける 利を有する。 以下、省 」および、5
目「こ もたちや たちは、 らの ルス アに関 るす ての 定にお

いて を受けて する 利を有する。 以下、省 」には、共に、

をうける 利がうた れているが、 本 によるコミュニ ーション

が な場合、 利 を る れがあるため、 の場において、

で な方 による を けることが大 である。 
 
1-2 インフ ームド・アセント (informed assent) 
 
インフ ームド・アセントは、 や を受ける の 定に関し、

者の のもとで もの同 を ることである。 の場にお

いては、 も、 に学 以下の では、 者の を に理

し、 定するというインフ ームド・コンセント informed consent
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を行うには 能力や 能力が であるため、インフ ームド・アセ

ントが であるとされている。 
このインフ ームド・アセントの場 においても、外国ルー の もの

場合、 者や 本人が、 本 によるコミュニ ーションが であ

ったり、 や な の 者が、 者および の 用する

に れな場合に、 利 を る れがあるため、 の のこ も

の 目と同様に、コミュニ ーション方 に する があると

れる。 
 

 現場における外国ルー の もや とのコミュニ ーション 
 
2-1 へのインタ ュー 果から 
 
 者が、 学 の 学実 に同行している A 大学 学部

において、これまで、ロシアやオーストラリア、 アジア諸国等の外国ル

ー の を 名、受け持たせていただいた。その方々は、 が 本

によるコミュニ ーションの 能な方であったり、 がバイリン

ルで、 本 が 能であった等のため、コミュニ ーションに大きな を

することはなかった。 への は、 的には、15 を

とし、0 である から、 、学 、 な 、様々な

の もを としている。 に、 の の場合、その

者は、 の 理的 定や成長 を すために、付き れることが多い。

年は、 や の付き いも えてきているが、 が付き れる

ことが最も多い。そして、 の年 が い 、付き れる 者との

コミュニ ーションが重 となってくるが、その 者が、 本 でのコミ

ュニ ーションに れな場合、 者は、ジ ス ャーを えながら

に っくり したり、理 度を 認しながら、コミュニ ーションをとって

いる。 
 A 大学 学部 では、 年 から、各フロアーの部 名の も

せて掲 されている。 えて、2019 年 12 月付の 行動に関する
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スターも 本 と を に掲 されている。 
 年の 外国人の に い、関 においても、外国ルー の も

への の機会が している。そこで、 の 施設等での現 を

するため、2020 年 1 月に、外国ルー の もとその とのコミュニ

ーションについて、A 大学 学部 学科 業 で、現在、関 の

に している 3 名と、大阪 D 市役所に している 1
名に たところ、 8-1 のような であることが かった。 
 

8-1 外国ルーツの子ども の ーションに る ン ー  

インタ ュー協力者の 先 外国ルー の もや とのコミュニ ーショ

ン方  

 B 立  a ( ) ・スマートフ ンの アプリを 用している。

サー スや iPad も用 している。 

・ 用の iPad は共用で、各 とには用 され

ていないので、 の が っていたら、す には

用できない。 

B 立  b ( ) ・スマートフ ンの アプリを 用している。 

・ の で、 は 本 が かるが、 は

からないな を し、コミュニ ーションをとっ

ている。 なら かる場合もある。 

・ をしたり、 が せるスタッフの協力

を るな 。 

C 間   ・ 外の 部 に の外国 に する

者がいるので、 が な は、 の に

能な 者に することができる。 

D 市役所 ・ が 者で、その の 等を もを

て す場合、 な のデリ ートなところがあ

る。 

・ 学用 な の理 の もある。 
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インタ ュー協力者の では、多 でのコミュニ ーションのため

の を備え、 されていた。 後の としては、国際化の に い、

いつでも に多 で できるような ールの利用な 、さらなるニ

ーズに えられるよう、 を充実させていく があると れる。 い、

テク ロジーの進化に い、 ールの 度は 々向 し、 い もよ

いものが の ーカーから 化されている。 い 来、より で

な が開 され、広く することが される。 
や 外来の には、 の い もも がらず、

して を受けられるような が められている。そのため、 をカラ

フルで かい にしたり、 用 等にか いいキャラクターを付ける

な の もされることがある。このような は、 的なコミュニ ー

ションが しい もやその への サー スを してくれるもの

でもあると れる。したがって、 用には、キャラクターや 等

も考 された 様の の開 を したい。 
 2020 年 2 月現在、 働省は、 ーム ージ で、 機関を れる

外国人向け多 を している。 は、 、 国 、 国 、

ルト ル 、ス イン の つで、 での「受付」、 科な の各

科 との「 」、「 ・ ・ 等」が 成されている。また、現

行 は、2013( 成 25)年度に 成したものから、 向 を図るため、全て

の を「2018 年 3 月 」として 新したものであることが、 されて

いる。国の施 においても 外国人の 激な に う 現場の

を 、 者によりよい が できるよう努力されている。 
 

文  

 2017 「 学テキスト NiCE 学  もと に寄り

う援 」  

 優  2017 「 学 もと の す行動への と ア」 

研 

働省 ーム ージ、 の国際展開、外国人向け多  一  
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-

ml.html (2020.2.14  
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先端的都市研究拠点「共同利用・共同研究拠点」事業について 
 
 共同利用・共同研究拠点事業は、大学等から研究者が集まり、共同利用・

共同研究を行う「全国共同利用」のシステムです。2019 年度に文部科学省

に拠点として認定されている研究機関は、国立大学 67、 立大学 9、 立大

学 19、ネットワーク 6 の合 101 所に びます。 
 大阪市立大学は、 学の 「大学は都市とともにあり、都市は大学とと

もにある」を受け継 、「都市を学 創造の場としてとらえ、都市の諸

に 知を 集して から取り組み、教育 び研究の成果を都市と市 に還

元し、地 社会 び国際社会の 展に寄与してきました。市 のみなさんと

ともに、都市の文化、 、産業、 な の諸機能の向 を図り、 の

かさの実現をめ す」ことを理念に掲げ、都市や地 の研究に する 合的

かつ学際的な都市研究の を してきました。教育の基本方 も「都市・

大阪を とした市 の大学という理念に立 」するとしています。本学の

学 を基 とする都市研究プラザ 以下、URP は、グローバル COE
「文化創造と社会的包摂に向けた都市の再構築」 2007 年度 2011 年度

を推進し、 に築いた海外センター・海外オフィスを めとする国際的な

研究者コミュニティのネットワークとの協力の下、文化創造と社会的包摂、

アートによる 等、学際的かつ広 の に る研究実績を重 て

きました。 、URP がイニシア ブを取り、これまでの国際的な地 連

学知と実践知のプラットフ ームによる研究活動の蓄積によって育ま

れた、国 外の包摂 現場ネットワーク、 広い 外・越 ネットワークの

活用による共同研究活動を最大 活かす形で、「共同利用・共同研究拠点」

の に み され、2014 年 4 月 21 付けの事業開 となりました。 
 本事業では、これまで蓄積してきた研究や学 を、さらに地 や一

社会、かつ連 研究機関と共有・協力していくプロセスを重 し、各連 研

究機関が積み げてきた都市研究における先端的取り組みをス ールアッ

プしていくための連 拠点として整備を図っていきます。これらの取り組

みを 、世界 びアジアの都市をフィールドに え、文化創造と社会包摂

に する先端的都市 を構築する共同研究と研究拠点の形成を行う で、



「21 世 のレジリアント 元力に んだ 都市」のある き理念 デル

と実践 デルを していくことが されています。 
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